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②
参
加
型
市
民
セ
ク
タ
ー
活
性
化
へ
の
提
言

横
田
　
克
巳

産
業
社
会
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
の

転
換
の
方
向

　
行
政
・
政
治
へ
の
市
民
・
住
民
参
加
が
叫
ば
れ
て
す

で
に
久
し
い
。
こ
の
必
要
性
は
、
産
業
社
会
の
行
き
詰

ま
り
と
と
も
に
高
ま
っ
た
の
だ
が
、
有
効
な
実
績
を
聞

け
な
い
ま
ま
で
い
る
。
成
果
が
上
が
ら
な
い
原
因
は
、

①
産
業
社
会
の
伝
統
的
な
問
題
解
決
構
造
で
あ
る
「
私

的
産
業
資
本
セ
ク
タ
ー
」
と
、
そ
の
政
治
・
行
政
的
受

け
皿
と
し
て
の
「
公
的
税
金
セ
ク
タ
ー
」
の
”
共
同
作

業
”
が
有
効
だ
っ
た
。
②
こ
の
有
効
性
に
同
意
を
与
え

続
け
た
「
国
民
的
資
質
」
と
い
う
べ
き
主
体
的
条
件
を

補
充
し
続
け
た
結
果
、
③
市
民
主
権
の
あ
り
方
が
課
題

と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
約
九
〇
％
を
駆
使
で
き
る
二
つ
の
セ
ク
タ
ー

主
導
の
「
産
業
基
盤
整
備
政
策
」
は
、
大
量
生
産
シ
ス

テ
ム
を
裏
付
け
た
「
フ
ォ
ー
ド
主
義
」
と
「
ケ
イ
ン
ズ

主
義
」
を
方
法
と
し
、
国
家
装
置
を
媒
介
し
て
実
現
で

き
た
。
人
々
は
、
そ
の
経
済
的
・
物
質
的
諸
条
件
の
飛

躍
的
改
革
を
恩
恵
と
し
な
が
ら
、
同
時
に
自
己
阻
害
を

拡
大
し
、
自
ら
を
物
象
化
し
た
。
こ
の
四
十
年
、
ひ
と

び
と
に
内
在
し
続
け
た
二
律
背
反
現
象
は
、
歪
ん
だ
市

民
社
会
や
政
治
社
会
の
反
映
で
も
あ
り
、
今
日
的
課
題

を
創
出
し
て
止
ま
な
く
な
っ
た
。

　
産
業
社
会
の
特
徴
は
、
①
体
制
の
い
か
ん
を
問
わ
ず

「
国
家
主
権
・
平
等
・
物
質
文
明
」
の
実
現
が
問
題
解

決
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
り
、
②
そ
の
手
法
が
「
請
負
型
・

中
央
集
権
・
大
衆
操
作
」
に
あ
っ
た
。
日
本
の
そ
れ
は

③
農
村
型
社
会
を
都
市
型
市
民
社
会
に
組
み
替
え
、
④

政
治
社
会
と
市
民
社
会
を
峻
別
し
、
⑤
財
貨
、
サ
ー
ビ

ス
、
情
報
な
ど
の
生
産
・
流
通
・
消
費
・
廃
棄
の
流
れ

を
タ
テ
型
に
し
、
⑥
男
女
の
性
別
役
割
分
業
を
男
主
導

で
固
定
化
し
た
等
で
あ
り
、
⑦
こ
の
流
れ
は
、
一
貫
し

て
受
身
で
匿
名
の
い
わ
ゆ
る
「
主
婦
」
「
消
費
者
」
な

ど
の
ほ
か
、
行
政
に
従
う
人
々
と
し
て
の
国
・
県
・
市
・

町
・
村
民
と
し
て
の
主
体
概
念
を
常
識
と
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
で
は
今
日
深
刻
化
す
る
生
存
環
境
汚

染
や
破
壊
、
生
活
福
祉
の
立
ち
遅
れ
、
ゴ
ミ
や
モ
ー
タ

座
業
社
会
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
の
転
換
の
方
向

耕
し
い
市
民
の
誕
生
と
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
展
望

参
加
型
セ
ク
タ
ー
の
形
成

収
治
へ
の
市
民
参
加

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
な
ど
産
業
社
会
の
独
善
が
放
置

し
て
き
た
諸
問
題
が
解
決
で
き
な
い
。
大
切
な
こ
と
は
、

非
自
覚
的
生
活
ス
タ
イ
ル
に
見
ら
れ
る
消
費
、
働
き
、

洗
濯
、
ゴ
ミ
出
し
、
投
票
な
ど
の
各
種
ロ
ボ
ッ
ト
的
生

き
方
か
ら
脱
出
し
て
、
自
己
決
定
、
自
主
管
理
領
域
を

拡
大
し
、
ノ
ト
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
で
き
る
市

民
の
台
頭
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
市
民
の
大
量
な
発

生
契
機
は
、
八
〇
年
ご
ろ
、
戦
後
生
ま
れ
世
代
が
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
過
半
数
に
達
す
る
と
と
も
に
「
他

人
の
持
っ
て
い
な
い
モ
ノ
が
ほ
し
い
」
と
し
た
「
持
つ
」

こ
と
か
ら
「
在
る
」
こ
と
へ
と
価
値
観
や
生
活
ス
タ
イ

ル
を
転
換
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
し
い
市
民
の

発
端
は
、
一
九
六
八
年
五
月
の
パ
リ
の
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ

ン
で
の
若
者
た
ち
の
反
乱
で
あ
り
、
す
で
に
四
半
世
紀

を
経
た
。
し
か
し
、
一
貫
し
て
「
転
機
の
時
代
」
を
動

機
づ
け
る
歴
史
的
主
体
と
し
て
、
マ
ス
・
プ
ロ
を
多
品

種
・
小
量
生
産
シ
ス
テ
ム
へ
な
ど
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
へ
の

可
能
性
を
担
っ
て
、
多
様
な
現
象
を
生
ん
で
い
る
。

40
調査季報115－93.1

一二三四

一



特集・横浜の市民生活一課題と解決の方向③横浜における今後のまちづくりの視点

二

新
し
い
市
民
の
誕
生
と

ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
展
望

　
こ
の
可
能
性
は
、
戦
後
生
ま
れ
世
代
が
、
社
会
の
主

要
な
地
位
や
役
割
を
持
つ
に
従
っ
て
拡
大
し
て
き
た
。

そ
の
実
践
グ
ラ
ン
ド
は
、
企
業
や
行
政
、
学
校
や
各
種

団
体
な
ど
で
あ
り
、
「
勤
労
者
・
市
民
」
へ
の
転
換
可

能
性
で
あ
る
。
一
方
、
地
域
社
会
で
は
女
性
た
ち
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
ま
り
、
「
生
活
者
・
市
民
」
が
揺

る
ぎ
な
く
拓
け
て
い
る
。
こ
の
人
び
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
は
、
①
比
較
的
リ
ベ
ラ
ル
で
、
②
計
算
高
い
プ

ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
な
、
③
教
養
あ
る
個
人
主
義
者
の
面
を

も
つ
。
そ
し
て
、
既
存
の
政
治
社
会
に
あ
る
問
題
解
決

力
に
は
大
き
な
期
待
を
示
さ
ず
、
い
ま
や
過
半
数
と
な
っ

た
政
党
支
持
な
し
”
党
”
の
中
核
を
占
め
な
が
ら
、

「
政
治
改
革
」
の
一
方
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
を

握
っ
て
い
て
興
味
深
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
勤
労

者
・
市
民
」
と
「
生
活
者
・
市
民
」
の
隔
た
り
は
大
き

く
、
共
同
作
業
や
共
同
提
案
の
場
が
全
く
少
な
い
現
状

に
あ
る
。
こ
の
拡
大
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
「
市
民
的
資

質
」
は
、
近
未
来
の
人
々
の
ふ
る
ま
い
を
大
き
く
二
つ

の
タ
イ
プ
に
分
岐
し
、
問
題
解
決
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
プ

ル
ー
ラ
ル
に
促
す
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
分
岐
は
、
①
「
国
民
」
「
主
婦
」
「
消
費
者
」
な

ど
他
律
的
で
利
益
社
会
の
伝
統
的
タ
テ
構
造
に
依
存
し
、

従
属
し
易
い
多
数
派
で
匿
名
の
人
々
で
あ
り
、
②
他
方
、

人
生
に
残
さ
れ
た
時
間
消
費
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

の
自
律
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
固
有
の
価
値
を
見
い
出

す
市
民
、
生
活
者
、
女
性
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
「
国
民

的
資
質
」
と
「
市
民
的
資
質
」
の
せ
め
ぎ
合
い
は
、
都

市
生
活
者
の
身
体
か
ら
切
り
離
せ
な
い
内
部
矛
盾
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
世
界
の
流
れ
が
、
国
際
関
係
を
ボ
ー

ダ
レ
ス
に
導
き
、
国
家
主
権
の
制
限
に
向
か
お
う
と
す

る
と
き
、
市
民
|
市
民
、
地
域
－
地
域
、
コ
ー
プ
ー

ー
コ
ー
プ
な
ど
、
「
地
球
市
民
」
の
増
大
は
当
然
な

の
で
あ
る
。

　
な
か
で
も
、
日
本
の
貿
易
黒
字
が
年
間
一
千
百
億
ド

ル
も
吹
き
だ
ま
る
経
済
、
社
会
、
政
治
に
及
ぶ
構
造
の

異
常
さ
に
市
民
は
気
づ
き
は
じ
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、

結
果
と
し
て
「
よ
り
良
い
モ
ノ
を
よ
り
安
く
」
売
り
続

け
て
破
産
し
な
い
日
本
の
実
状
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
良
い
」
モ
ノ
の
生
産
能
力
は
と
も
か
く
、
な
ぜ
「
安

売
り
」
が
可
能
な
の
か
で
あ
り
、
安
売
り
を
す
る
ほ
ど

に
見
か
け
上
の
所
得
や
ス
ト
ッ
ク
が
国
際
比
較
で
増
大

す
る
よ
う
、
円
高
に
調
整
・
操
作
さ
れ
、
同
時
に
バ
ブ

ル
の
崩
壊
を
ま
ね
い
た
関
係
の
不
合
理
性
に
つ
い
て
で

あ
る
。
普
通
コ
ス
ト
を
割
っ
て
安
売
り
の
美
学
を
追
求

し
続
れ
け
ば
破
産
す
る
の
だ
が
、
日
本
が
持
続
可
能
に

で
き
る
主
な
側
面
は
、
①
公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
四
十

年
に
わ
た
る
企
業
育
成
＝
「
産
業
基
盤
整
備
政
策
」
の

一
元
的
推
進
策
で
あ
り
、
③
他
方
、
「
う
さ
ぎ
小
屋
」

に
住
む
「
働
き
中
毒
」
の
ガ
マ
ン
強
さ
や
ロ
ボ
ッ
ト
的

習
い
性
に
よ
っ
て
、
製
品
コ
ス
ト
を
下
げ
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
後
者
の
背
後
に
は
貧
弱
な
保
育
や
教
育
の
管

理
・
競
争
シ
ス
テ
ム
下
で
子
供
を
生
み
育
て
、
学
費
が

不
足
す
れ
ば
身
を
も
っ
て
調
達
ま
で
し
て
有
能
な
労
働

力
を
提
供
し
て
き
た
「
主
婦
」
、
女
性
た
ち
の
負
の
役

割
が
あ
る
。

　
黒
字
の
吹
き
だ
ま
り
対
策
と
し
て
、
内
需
拡
大
が
内

外
か
ら
強
要
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
内
実
は
、
道
路
整

備
五
ヵ
年
計
画
に
七
十
五
兆
円
を
投
じ
、
十
カ
年
の
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
に
六
兆
円
な
ど
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に

示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
内
需
拡
大
の
投
資
を
①
保

育
所
（
零
歳
か
ら
学
童
ま
で
）
を
全
面
的
に
整
備
し
、

②
高
校
は
全
人
、
③
大
学
は
、
希
望
者
を
全
人
さ
せ
出

口
を
締
め
る
な
ど
の
「
生
活
基
盤
整
備
政
策
」
推
進
へ

優
先
順
位
を
転
換
し
な
け
れ
ば
、
ポ
ス
ト
産
業
社
会
や

参
加
型
ま
ち
づ
く
り
へ
の
展
望
は
暗
い
の
で
あ
る
。
要

す
る
に
、
市
民
社
会
の
成
熟
に
当
た
っ
て
、
市
民
主
権

の
拡
大
よ
り
も
、
企
業
主
権
を
優
先
さ
せ
て
き
た
国
家

主
権
の
あ
り
か
た
が
依
然
と
し
て
際
だ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
市
民
主
権
＝
主
権
在
民
と
は
、
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
必
要
な
社
会
的
、
政
治
的
権
力
を
形
成
・
制

御
す
る
、
人
々
に
固
有
な
権
利
だ
と
考
え
た
い
。

参
加
型
セ
ク
タ
ー
の
形
成

そ
の
市
民
は
、
時
間
、
労
力
、
知
恵
と
わ
ず
か
な
資
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金
を
持
っ
て
問
題
解
決
力
を
潜
在
さ
せ
て
い
る
の
だ
が
、

一
方
で
納
税
者
と
し
て
の
主
権
も
保
持
す
る
。
市
民
の

市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
問
題
解
決
諸
条
件
を
、
そ

の
参
加
と
責
任
に
も
と
づ
く
自
治
の
制
度
と
し
て
改
革

す
る
の
は
容
易
で
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
参
加
型
の
セ
ク
タ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
「
参
加
型
セ
ク
タ
ー
」
と
は
、
協
同
組
合
や
市
民
事

業
、
労
働
組
合
や
個
人
企
業
、
そ
れ
ら
に
よ
る
事
業
協

同
組
合
な
ど
、
市
民
自
ら
が
自
ら
の
た
め
に
出
資
、
利

用
、
運
営
す
る
点
で
、
自
己
決
定
、
自
主
管
理
型
を
タ

テ
マ
エ
と
す
る
事
業
組
合
で
あ
る
。
こ
の
「
参
加
型
セ

ク
タ
ー
」
に
属
す
る
諸
事
業
の
実
際
は
、
「
公
的
税
金

セ
ク
タ
ー
」
に
対
し
て
、
自
ら
の
市
民
政
策
を
提
案
す

る
諸
力
が
弱
い
だ
け
で
な
く
、
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
結

束
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
分
散
し
た
ま
ま
自
律
し
て
い
な

い
。
こ
の
原
因
は
、
産
業
社
会
の
問
題
解
決
軸
が
、

「
公
的
税
金
セ
ク
タ
ー
」
と
「
私
的
産
業
資
本
セ
ク
タ
ー

」
間
で
駆
使
さ
れ
る
各
々
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
約
三
〇
％
、
六
〇

％
の
計
九
〇
％
の
力
に
傾
斜
し
、
そ
の
政
治
的
表
現
で

あ
る
政
府
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
阻
害
さ
れ
て
き
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
「
参
加
型
セ
ク
タ
ー
」
は
「
公
的
税

金
セ
ク
タ
ー
」
の
も
つ
首
長
・
議
会
・
行
政
の
権
力
三

セ
ッ
ト
に
対
す
る
働
き
か
け
が
弱
い
ば
か
り
で
な
く
、

「
市
民
政
策
」
を
媒
介
・
誘
導
す
る
政
党
や
行
政
窓
口

が
な
い
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に

向
け
た
第
三
の
解
決
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
造
成
す
る
に
は
、

市
民
の
潜
在
力
が
運
動
、
事
業
、
政
治
の
三
面
で
バ
ラ

ン
ス
良
く
発
展
す
る
た
め
の
諸
条
件
を
制
度
的
に
保
全

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
運
動
・
事
業
で
は
、
非

営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
を
育
成
す
る
た
め
の
税
制
改
革

や
公
・
共
的
事
業
の
委
託
を
容
易
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
り
わ
け
、
大
都
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る

潜
在
的
生
産
力
要
素
を
掘
り
起
こ
す
に
は
、
雇
用
労
働

と
シ
ャ
ド
ー
・
ワ
ー
ク
を
相
対
化
す
る
も
う
一
つ
の
働

き
方
＝
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
造
成
が
重
要

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
能
動
的
市
民
や
弱
者
が
必
要
と

し
て
い
る
機
微
に
触
れ
た
生
活
サ
ー
ビ
ス
は
、
近
隣
社

会
に
住
む
人
々
の
生
活
技
術
、
文
化
の
よ
り
直
接
的
な

交
換
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
充
実
す
る
か
ら
で
あ
る
。
他

者
に
し
て
あ
げ
た
自
ら
の
価
値
は
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
介
し
て
い
ず
れ
も
ど
っ
て
く
る
と
す
れ
ば
、
と
り

あ
え
ず
仮
決
済
し
て
お
く
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
市
場

価
格
か
ら
離
れ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
派
生
す
る
ヨ
コ
組
の

社
会
関
係
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

お
金
で
買
え
な
い
価
値
を
含
み
、
シ
ン
プ
ル
に
交
換
で

き
、
共
同
作
業
を
容
易
に
す
る
。

　
い
ま
、
超
高
齢
化
社
会
を
前
に
し
て
市
民
社
会
の
成

熟
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
ほ
ど
こ
し
的
福
祉
施
策
の
限

界
を
克
服
し
、
参
加
型
た
す
け
あ
い
福
祉
を
地
域
社
会

に
根
付
か
せ
る
の
は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

に
よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
生
産
と
交
換
の
シ
ス
テ
ム
が

補
完
し
て
こ
そ
充
実
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
デ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
な
ど
に
つ

い
て
、
一
定
の
資
格
要
件
を
満
た
し
た
ワ
ー
カ
ー
ズ
・

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
に
運
営
や
事
業
委
託
を
可
能
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。
在
宅
介
護
シ
ス
テ
ム
が
誘
発
す
る
多
様
な

ニ
し
ス
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
待
機
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
ケ
ア
も
含
め
て
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
さ

れ
て
こ
そ
機
微
に
触
れ
た
対
応
が
可
能
に
な
る
。
自
ら

の
リ
ス
ク
負
担
で
応
分
の
問
題
解
決
を
す
る
参
加
型
市

民
モ
デ
ル
の
実
在
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
諸
機
能

が
有
機
的
と
な
り
、
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ヨ
コ
軸
の

共
同
作
業
と
役
割
分
担
を
促
進
す
る
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
な
か
に
専
門
性
が
育
つ
こ
と
は
、
共

育
効
果
に
限
ら
ず
、
プ
ロ
は
プ
ロ
で
な
け
れ
ば
出
来
な

い
仕
事
領
域
の
開
発
に
向
か
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
「
参

加
型
セ
ク
タ
ー
」
の
発
展
は
「
公
的
税
金
セ
ク
タ
ー
」

に
在
る
行
政
官
の
役
割
が
「
よ
り
よ
い
請
負
者
か
ら
、

よ
り
市
民
の
参
加
で
そ
の
解
決
力
を
多
様
に
顕
在
化
を

促
す
、
本
来
の
プ
ロ
」
へ
と
自
己
否
定
を
め
ざ
し
止
揚

で
き
る
。
参
加
促
進
・
共
育
・
共
生
・
共
同
作
業
型
行

政
官
の
台
頭
は
恐
ら
く
、
「
参
加
型
セ
ク
タ
ー
」
に
あ

る
都
市
型
生
活
要
求
の
堀
り
起
こ
し
を
た
す
け
、
「
生

活
基
盤
整
備
政
策
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
勤
労
者
・
市

民
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
拓
く
で
あ
ろ
う
。
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四

政
治
へ
の
市
民
参
加

　
市
民
政
治
で
は
、
市
民
事
業
へ
の
参
加
と
責
任
の
経

験
を
持
つ
人
々
の
課
題
と
情
熱
に
よ
っ
て
、
よ
り
内
実

が
豊
富
化
す
る
。
今
日
、
地
方
自
治
体
の
政
治
を
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
の
看
板
が
支
配
す
る
ほ
ど
中
ｍ
八
集
権
・

大
衆
操
作
手
法
が
一
般
化
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

市
民
主
権
に
も
と
づ
く
参
加
型
政
治
を
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
す
る
に
は
、
多
様
な
利
害
を
代
表
す
る
多
様
な
口
ー

カ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
の
競
い
合
い
が
前
提
と
な
る
。

　
し
か
し
、
市
民
が
自
然
発
生
的
に
受
け
と
る
政
治
情

報
は
、
国
政
の
そ
れ
が
圧
倒
的
に
多
い
。
さ
ら
に
、
大

都
市
で
は
、
生
活
要
求
が
質
・
量
と
も
に
重
厚
な
の
に
、

そ
の
政
治
的
表
現
が
希
薄
に
な
る
乖
離
現
象
が
一
般
化

し
て
久
し
い
。
こ
れ
は
、
市
民
の
自
律
性
が
高
ま
っ
た

の
で
は
な
く
、
政
治
の
日
常
性
が
萎
え
て
い
る
の
で
あ

り
、
一
方
で
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
向
け
た
都
市
型
で
、
か

つ
参
加
型
の
政
治
シ
ス
テ
ム
が
胎
動
し
て
い
る
と
考
え

た
い
。
都
市
型
社
会
に
農
村
型
政
治
が
接
ぎ
木
さ
れ
た

現
状
の
姿
は
、
都
市
型
政
治
の
造
成
に
よ
っ
て
早
期
に

脱
出
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
三
百
万
都
市
よ
こ
は
ま
の
参
加
型
の
政
治
的
課
題
性

は
①
国
政
府
を
相
対
化
し
て
自
治
体
主
権
に
よ
る
自
立

度
を
高
め
、
②
マ
ン
モ
ス
化
を
克
服
す
る
政
治
・
行
政

シ
ス
テ
ム
を
創
出
し
、
③
市
民
主
権
に
も
と
づ
く
機
微

に
触
れ
た
政
治
の
日
常
性
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
実
現
過
程
の
困
難
は
、
①
伝
統
的
利
害
関
係

の
組
み
替
え
＝
「
公
的
税
金
セ
ク
タ
ー
」
の
活
用
方
法

の
シ
フ
ト
を
意
味
し
、
②
法
、
制
度
の
変
更
を
必
要
と

し
、
③
市
民
に
政
治
的
諸
力
の
拠
出
を
要
求
す
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
し
か
し
、
参
加
型
政
治
へ
の
課
題
を
放
置

す
る
の
か
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
る
か
に
つ
い

て
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
決
め
込
む

わ
け
に
は
い
か
な
い
事
態
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
①
超

高
齢
化
社
会
が
、
戦
後
生
ま
れ
世
代
と
と
も
に
ピ
ー
ク

に
向
か
っ
て
深
刻
さ
を
増
し
、
②
地
球
環
境
破
壊
、
人

口
爆
発
・
食
糧
・
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
分
の
不
公
平
、

核
処
理
な
ど
人
類
の
生
存
に
か
か
る
地
球
的
課
題
の
解

決
は
、
物
質
文
明
下
に
あ
る
都
市
型
生
活
ス
タ
イ
ル
の

転
換
や
新
し
い
生
活
文
化
の
創
造
を
不
可
避
と
し
て
お

り
、
③
成
熟
社
会
で
の
健
康
な
｛
地
球
市
民
｝
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
、
す
ぐ
れ
て
政
治
的
に
保
全
さ
れ

る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
三
百
万
都
市
よ
こ
は
ま
で
は
、
①
多

様
化
、
散
漫
化
し
て
社
会
基
盤
を
弱
め
て
い
る
「
参
加

型
セ
ク
タ
ー
」
の
結
集
を
策
し
、
③
そ
の
組
織
特
性
で

あ
る
地
域
性
を
発
揮
し
た
地
域
経
済
振
興
を
は
か
り
、

③
そ
れ
に
連
動
で
き
る
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

等
市
民
事
業
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
産
力
を
造
成
し
、

④
そ
れ
ら
の
政
治
的
用
具
と
し
て
多
様
な
口
Ｉ
カ
ル
・

パ
よ
ア
イ
の
自
生
を
促
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
自
治
へ
の
萌
芽
を
育
成
す
る
に
は
議

会
・
行
政
の
分
権
化
が
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
よ

こ
は
ま
市
民
の
潜
在
的
に
参
加
意
欲
や
能
力
が
高
い
と

み
ら
れ
る
現
象
は
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
の
新
し
い
皮
袋

は
、
①
各
区
を
行
政
上
の
市
に
独
立
さ
せ
、
ア
マ
チ
ュ

ア
に
よ
る
首
長
、
議
会
を
形
成
し
て
、
そ
の
連
合
と
し

て
の
よ
こ
は
ま
を
形
成
し
、
③
地
域
生
活
基
盤
整
備
に

関
す
る
予
算
を
厚
く
配
分
し
て
、
そ
の
優
先
順
位
を
自

決
す
る
執
行
権
を
確
立
し
、
③
良
く
も
悪
く
も
、
自
己

決
定
、
自
主
管
理
の
領
域
を
拡
大
で
き
る
力
を
熟
成
す

る
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
①
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
へ
の
「
時
代

の
転
換
」
、
②
そ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
参
加
型

の
手
法
、
③
そ
の
主
体
と
し
て
の
市
民
の
形
成
、
④
そ

し
て
未
来
社
会
を
予
示
す
る
市
民
主
権
の
確
立
に
よ
る

「
参
加
、
分
権
、
自
治
」
型
の
民
主
主
義
の
実
践
、
⑤

そ
れ
を
裏
付
け
る
法
や
制
度
の
創
出
等
々
、
課
題
は
限

り
な
く
困
難
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
す

で
に
、
先
取
り
的
行
政
官
の
多
く
は
気
づ
い
て
お
り
、

市
民
に
内
在
し
た
実
践
モ
デ
ル
も
少
な
い
が
存
在
し
は

じ
め
て
い
る
。
大
切
な
こ
と
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
へ
の

大
枠
を
推
理
し
な
が
ら
、
小
さ
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
の

契
機
や
事
業
・
運
動
モ
デ
ル
を
育
て
、
参
加
型
を
制
度

化
す
る
立
場
に
あ
る
行
政
官
た
ち
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
、
地
域
社
会
に
根
ざ
し
て
息
づ
き
、
主
導
す

る
実
践
で
あ
る
。

　
　
　
　
△
福
祉
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
理
事
長
▽
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